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当院は厚生労働省指定の基幹型臨床研修病院であり、以下の理念・基本方針に
基づき臨床研修を実施しています。

［理念］
１ 高い倫理観と豊かな人間性を備え、患者・家族・地域住民の信頼を得られる医
師の育成 心のかよったやさしい医療を行える医師の育成

２ 高度な医療機能の活用と医師に要求される基本的臨床能力の修得
を目指す

［基本方針］
１ 医療全般にわたる広い視野と高い見識を持てる

医学、医療の全般にわたる広い視野と高い見識を持ち、臨床に必要なプライマ
リ・ケアの基本的診察能力を習得させる。また、質の高い医療が提供できるよう生
涯を通じて教育・学習を続ける態度と習慣を有し、高度な医療技術の習得に努め
る。

２ チーム医療ができる
医療の現場において自己の限界を認識し、他の専門職との連携、チーム医療の

実践に必要な連携構築を行うことができる。

３ 患者の立場に立った医療を実践できる
患者から人間としても信頼される思いやりの心をもった医療人となり、地域住

民の信頼を得られる医師を育成する。

４ 地域医療に貢献できる
地域医療に関心を持ち、健康の保持、疾病の予防から社会復帰に至る医療全

般の責任を有することを自覚し行動する。

５ 勤労者医療を理解する
勤労者医療に対する理解を深め、実践する能力を身につける。

香川労災病院臨床研修に関する理念・基本方針



当院は国が開設する厚生労働省所管の病院であり、香川県中讃地域の中核病院として、①地

域医療連携（地域医療支援病院・へき地医療拠点病院）、 ②救急医療、③地域がん診療連携

拠点病院（高度型）､④勤労者医療の４つの重要な機能を担っています。

病院紹介

④勤労者医療としては、アスベスト疾患センターを有しています。

救急棟について

③地域がん診療連携拠点病院として医療安全に配慮した「化学療法レジメン対応型電子クリ

ティカルパス」を整備しています｡令和３年度より、診療圏内で最も実績豊富な医療機関として、

高度型に認定されました。

①地域医療支援病院として､顔の見える地域連携を推進し､紹介率84.8%、逆紹介率97.3%（R3

年度）と、患者さんに身近な地域で質の高い医療を受けていただくことを実践しています。

②第一次から第二次救急患者まで幅広く受入れており、香川県内からの救急車搬送受入件数

は3,459件 (R3年度)であり、県内トップクラスです。なお､救急棟を増築し、2013年4月より稼働し

ました。

救急棟は、3階建床延べ面積４４３０㎡の建物です。
１階は救急外来を設置し、既存の２００㎡から５４０㎡に
拡充し、トリアージスペースを新たに設置しました。
2階には化学療法室を設置し､既存の１０床から２０床へ
拡充しました。また3階は､救急病床を１０床増床し､
ＩＣＵが６床から８床に増床、ＨＣＵ８床を新設しました。

病院長 ： 吉野 公博
住 所 ： 〒763-8502

香川県丸亀市城東町三丁目３番１号
ＴＥＬ ： 0877-23-3111
ＦＡＸ ： 0877-24-1147
交通手段： JR丸亀駅(予讃線)から

バス10分･タクシー5分･徒歩20分
病床数 ： 404床(ＩＣＵ8床､ＨＣＵ8床を含む)
診療科 ： 19診療科
その他 ： 日本病院機能評価機構認定病院

地域医療支援病院
地域がん診療連携拠点病院
へき地医療支援病院
脳死臓器提供病院
臨床研修病院 救急告示病院
災害拠点病院 ＤＰＣ対象病院
電子カルテ導入
卒後臨床研修評価機構認定病院

病院概要について



令和５年度より、がん診療棟が稼働見込みです！

令和３年度より地域がん診療連携拠点病院（高度型）に指定されました。



救急棟が平成２５年３月に新しくなりました！

救急棟外観

以前の外観 救急棟建設後の外観

当直室

化学療法室 ＩＣＵ



１日平均患者数 【入院】314.7人 【外来】1,163.3人

平均在院日数 13.1日

救急医療の提供

【医療計画上の位置づけ】二次

【救急専用診察室の有無】有（540㎡）

【救急医療を行う診療科】全科

救急医療の実績

【救急搬送患者数】3,305名（累計） 9.5名/日

【一日平均救急患者数】21.0名

【心肺停止状態搬送数】52名

分娩数 69件

剖検数 6件

医療設備 ICU（8床）、HCU（8床）、手術室（8室）、透析室（14床）等

医療機器

ＭＲＩ撮影装置(1.5Ｔ) 2台､全身用ＣＴ撮影装置(320列 1台、64列 1台)､

ｼﾝｸﾞﾙﾌｫﾄｴﾐｯｼｮﾝ､ＣＴ(ＳＰＥＣＴ)､乳房撮影装置､体外衝撃結石破砕装置､

心臓血管撮影装置､心臓･頭部･腹部･四肢血管撮影装置､ガンマカメラ､

デジタルＸ線ＴＶ撮影装置､リニアック、骨塩定量測定装置、超音波断層装置、

高気圧酸素治療器、ナビゲーションシステム 低侵襲手術支援ロボット

■医療設備・機器（主なもの）

主な出身大学 岡山大学、久留米大学、香川大学、川崎医科大学、島根大学、岩手医科大学
日本大学、産業医科大学、大分大学、熊本大学 等

■診療の特色
①最新・高度な労災医療（高圧治療施設、振動障害センター、アスベスト疾患センターの設置）

②救命救急医療（ICU8床を設置しており、24時間体制での救命救急医療を実施）
③地域医療支援病院（医師会との連携協定や地域連携パスの推進等）
④地域がん診療連携拠点病院（高度型）（がん疾患の集学的な治療等）
⑤職業性疾病の予防活動（積極的な健診活動並びに職業性疾病の早期発見や予防活動を実施）

診療概要

■診療実績（令和３年度）

初期臨床研修医数 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04

1年次 0 0 4 0 2 5 1 0 2 0 3 0 4

2年次 4 0 0 4 0 2 5 1 1 3 1 3 0

計 4 0 4 4 2 7 6 1 3 3 4 3 4

　■診療科別医師数 （令和４年４月１日現在）

診療科名 内 循 外 整 形 脳 泌 産 眼 耳
放
診

放
治

麻
救
急

緩
リ
ハ

病
理

歯
口

精
神

計

医師数 16 5 11 9 3 5 4 4 2 3 5 1 9 1 1 2 3 1 1 86

臨床研修指導医数 9 1 7 4 2 3 1 1 1 1 3 1 4 1 1 2 2 0 0 44

病床数 120 34 65 58 3 54 20 26 3 20 1 404



身分 常勤嘱託医

給与

【１年次】年額 約５，１１２，９００円 【２年次】年額 約５，６６５，３４８円

※各種手当を含む。また、賞与はないが、一時金として、

【１年次】年額 約１２６，０００円 【２年次】年額 約１６８，０００円 の支給実績あり。

勤務時間・休日

月～金 ８：３０－１７：１５

【休日】土日祝祭日、年次有給休暇（12日）､夏季特別休暇、

年末年始（12/29～1/3）､冠婚葬祭特別休暇、健康と福祉の事業創設記念日

社会保険等
【医療保険】組合健康保険 【年金保険】厚生年金､厚生年金基金 【雇用保険】有り

【労災保険】有り 【医師賠償責任保険】病院自体で加入(個人での加入は任意)

宿舎

【間取り】１Ｋ

【宿舎費】月額 約12,000円 【駐車場】有り（2,000円/月） 各部屋１台

【距 離】病院まで徒歩１-2分

【その他】他に世帯用もあり

宿舎入居者希望者で、入居できない場合は当院で借り上げします。

（宿舎費は労働者健康安全機構の規定による）

病院番号 ０３０６６９

指定基準 基幹型

プログラム名 香川労災病院卒後臨床研修プログラム

プログラム責任者 守都 敏晃

評価方法 EPOC2

一
年
次

必修

24週間 12週間 4週間 4週間 4週間 4週間

内科 救急 外科 産婦人科 小児科 精神科

■病院データ

■プログラムの特徴

１．１年目は必修科目の内科24週、救急12週、外科・産婦人科・小児科・精神科4週となり、同時期に重ならないように
配慮します。 「臨床研修の到達目標（厚生労働省）」の全てを達成できるように調整します。

２．２年目に必修科として地域医療4週、その他は選択必修の期間を１１カ月設けることで、将来の選択肢を幅広く考える
ことができるように配慮しています｡選択科目については必修科目･選択必修科目の研修終了前に研修医の希望を確認
のうえ調整します。

二

年

次

必修 選択科

4週間 残期間

地域

医療 選択科より選択

＊選択科：内、循、外、整、形、脳、泌、産婦、眼、耳、放、リハ、検（病理）、麻･救急
＊協力病院
精神科：医療法人社団中和会 西紋病院 小児科：国立病院機構四国こどもとおとなの医療センター

地域医療：小豆島中央病院・さぬき市民病院・綾川町国民健康保険陶病院 から選択

研修概要

研修医処遇



平成２９年度より研修医宿舎が新しくなりました！！

病院南出口より、徒歩約１０秒の近さ

①病院南出口よりスタート！ ②道路を渡って

③左を向いたら ④宿舎に着きました！



自由性の高い２年次のプログラムです！（参考：当院研修医）

研
修
医
①

4週 2週 2週 4週 8週 4週 6週 4週 6週 6週 6週

整形
外科

リハ
科

病理 外科
放射線
診断科

地域
医療

血液
内科

耳鼻
咽喉科

循環器内科 脳神経外科
研修し
つつ
決定

研
修
医
②

4週 8週 4週 4週 4週 4週 4週 6週 4週 4週 6週

消化器
内科

放射線
診断科

消化器
内科

地域
医療

麻酔科
消化器
内科

血液
内科

消化器
内科

リハ科 麻酔科
放射線
診断科

研
修
医
③

6週 6週 4週 6週 8週 8週 6週 6週

呼吸器内科 消化器内科
地域
医療

耳鼻
咽喉科

腎臓
内科

外科
放射線
診断科

血液
内科

①様々な診療科を研修するパターン

②一つの診療科（消化器内科）を中心に研修するパターン

③内科系・外科系両方を中心に研修するパターン



地域医療の研修先

小豆島中央病院 (香川県小豆島)

さぬき市民病院 (香川県さぬき市)



地域医療の研修先

綾川町国民健康保険 陶病院 (香川県綾歌郡)



各診療科の初期研修医早朝講義をご紹介します！

毎週１回8:00～8:30で開催

1 内科 フィジカルイグザミネーション

2 内科 研修医講義
3 内科 肺炎について
4 救急・麻酔科 周術期管理
5 救急・麻酔科 痛みについて
6 救急・麻酔科 循環管理
7 循環器内科 12誘導心電図の判読
8 循環器内科 見逃してはいけない心電図　心筋虚血
9 外科 消毒法と創傷処置
10 外科 外科的救急処置
11 外科 組織縫合（皮膚、腸管）
12 外科 SSI （ Surgical Site Infection ）
13 外科 内視鏡手術（腹部、食道）
14 外科 腹腔および胸腔ドレナージ
15 整形外科 外傷患者を診る際の注意点
16 整形外科 救急外来における脊椎疾患
17 整形外科 上肢の外科
18 整形外科 救急外来でよくみる整形外科疾患（外傷を中心に）
19 耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科領域の救急疾患
20 形成外科 形成外科における外傷
21 眼科 眼科救急ガイド
22 脳神経外科 神経所見のとり方
23 脳神経外科 脳卒中の診断と治療①
24 脳神経外科 脳卒中の診断と治療②
25 脳神経外科 頭部外傷
26 放射線診断科 救急のCT、MRI
27 放射線診断科 CTの読影におけるピットフォールとその対策
28 検査科 臨床検査について
29 病理診断科 病理報告書の読み方
30 耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科領域の救急疾患
31 脳神経外科 脊髄脊椎疾患
32 産婦人科 卵巣疾患の画像診断
33 放射線治療科 癌の根治も緩和も放射線治療

早朝講義スケジュール（令和元年度実施分）



医局の風景

研修医デスク 図書室

休憩スペース カンファレンスルーム



研修の光景

手術支援ロボットについて学ぶ研修医 超音波検査を行う研修医

麻酔を行う研修医 手術を行う研修医

研修医への症例講義



診療科の案内

内科

循環器内科

外科

産婦人科

脳神経外科

整形外科

リハビリテーション科

形成外科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

泌尿器科

眼科

放射線診断科・放射線治療科

検査・病理科

麻酔科 救急・集中治療部



内科

診療科の紹介

内科には消化器内科、呼吸器内科、腎臓/代謝内科、血液内科の4つのグループがあります。複数の疾患
を抱えている患者さんには、各グループが協力し、他科の応援も受け診療にあたっています。

毎週火曜日に抄読会を、また、毎週水曜日には内科カンファレンスを行い、新規入院症例を全員で検討し
ています。

研修施設の認定は、内科学会、呼吸器病学会、血液病学会、消化器病学会、消化器内視鏡学会、臨床腫
瘍学会、腎臓病学会、透析医学会、糖尿病学会などから受けています。

当院は香川県中讃地域 (対象、約３０万人 )にお
ける２次救急を担っています。救急外来では、心臓
疾患、脳血管疾患、急性呼吸不全、吐・下血といっ
た救急症例の初期対応を経験できます。また、糖
尿病、急性肺炎、胆石症、貧血症などのcom mo n

d i s e a seも症例数が多く、１次から２次にかけた多
彩な疾患を経験することができます。

症例について

研修内容

写真添付

特殊検査 2021年度

気管支鏡 157

上部消化管内視鏡 4,630

ＥＲＣＰ 312

内視鏡的粘膜下層剥離術 24

下部消化管内視鏡 2,097

骨髄穿刺 191

腎生検 21

抗ガン剤治療 2,859

肺癌(入院症例) 327

血液疾患(入院症例) 213

血液透析(のべ件数) 2,267

• 医師として基本的な知識・技術・マナーを学ぶ

• 病歴、理学的所見の取り方

• 検査データの読み方

• 電子カルテを使ったカルテの記載法

• 多職種と連携し、患者さんの社会的背景も考慮した
治療アプローチ

• 他職種とのコミュニケーション、コンサルテーションの
仕方

• 各救急症例の初期対応

• 上部・下部消化管ならびに肝・胆・膵疾患へのインタ
ーベンション

• 感染症の診断と抗菌薬による治療法

• アレルギー疾患の診断と治療

• 悪性腫瘍の診断と治療方針の決定

• 急性呼吸不全の呼吸管理

• 糖尿病治療

• 慢性腎不全に対する透析導入や管理

• 内分泌疾患の捉え方

• 血液疾患の見方、考え方

• 医学英語(外国人教師指導) の習得

• 学会発表などプレゼンテーションの仕方

• 内科救急トレーニング（JMECC）

• 緩和ケアについて



内科での研修を志望される方へ

• 輸液、輸血管理、血糖コントロール

• 内科疾患の画像所見の見方

• 血液ガス分析

• 腹部エコー

• 上部・下部消化管内視鏡

• 気管支鏡

• 胸腔穿刺、胸腔ドレナージ

• 腹水穿刺

• 骨髄穿刺

• 腎生検

• 抗生剤や抗がん剤処方の実際

• 中心静脈カテーテルや透析用カテーテル留置

• 酸素療法、各種人工呼吸器の使い分け

当院で習得できる基本的手技

初期研修では、専門（上級）医の指導の下に、数
多くの症例を経験し、正しい診断・治療過程を理解
することが大切です。当院での救急を含めた内科
症例の経験は、きっと未来のあなたの医師人生の
基盤となり、症例の重症度に応じた診断、治療を
冷静に行うことができるようになるでしょう。まずは
当院の見学に来てください。いつでもお待ちしてい
ます。



循環器内科

診療科の紹介

循環器科内科医は、2022年4月現在5名で、その全員が循環器学会専門医（うち日本心
血管インターベンション治療学会専門医2名）で構成されています。また日本循環器病学会
認定循環器専門医研修施設の指定を受けています。

研修内容

当院で習得できる基本的手技

循環器内科での研修を志望される方へ

手術名 2019 2020 2021

心臓カテーテル検査
818 646 521

PCI件数
338 255 266

EVT件数
28 48 76

ペースメーカー植え込み
術（新規植え込み＋電池交換）

62 52 60

心エコー検査 2,453 2,529 2,946

循環器内科医として基本的な知識・技術を習得し、診断、治療へと結びつけます。

心電図、負荷心電図、トレッドミル負荷心電図

心筋シンチ検査、心エコー検査、経食道心エ
コー検査、心臓カテーテル検査ないし治療

すべての検査治療において、まず助手として経
験し、術者として経験を積むよう指導致します。

モニターから見た心臓カテーテルの風景

心臓カテーテルを実施する後期研修医



外科
診療科の紹介

研修内容と当院で取得できる手技（１～２年目）

外科での研修を志望される方へ

当科は香川県中・西讃地区の中核病院的役割を担っており，消化器外科，肝胆膵外科，乳腺内分
泌外科，呼吸器外科など外科全般にわたり豊富な症例の診療を行っています。がん診療連携拠点病
院に指定されており，癌の手術数，化学療法件数ともに県下でトップを争っております。外科医は
2022年4月現在11人で，そのうち日本外科学会指導医4人，同専門医7人，消化器外科指導医3人，専
門医4人，呼吸器外科専門医１人，肝胆膵高度技能指導医1人，内視鏡外科技術認定医2人，食道科
認定医1人、乳腺専門医1人等，各分野の専門医がおり，各種学会からの研修施設の指定を受けてい
ます。2019年にダ・ヴィンチロボット手術支援システムを導入し、2020年より消化器外科領域に適
応しております。

○がんの手術件数（202019）朝日新聞「いい病院」より抜粋

○当院におけるがんの化学療法件数（2021）

一般外科医として基本的な知識・技術を身につける
ことを目的とします．
研修内容：診察・診断法，検査（内視鏡，US 検査，
造影検査），手術術前・術後管理，救急外科，学会
発表・誌上発表など

基本的手技： 結紮・縫合等の基本的手術手技，外
来小手術・処置，腹腔・胸腔ドレナージ，鼠径ヘル
ニア根治術，虫垂切除術，胆嚢摘出術癌に対する手
術，急性腹症等の緊急手術など

○手術症例数（鏡視下手術）

豊富な手術症例があり，鏡視下手術等を含む最新の外科治療手術を学ぶことができ，各分野の指導医，専
門医による充実した研修が受けられます。臨床研修医の期間中に執刀経験すべき虫垂炎，ヘルニア，胆嚢
結石などの良性疾患の手術数も非常に多く，外科の修練を十分にできる環境です。基本的な手術手技を習
得し、助手から始めて徐々に術者の経験を積めるよう指導ており、これまで十分な技量を得て研修を終えら
れています。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

内科 217 217 278 239 232 261 248 236 247 242 213 229

外科 162 189 212 201 196 224 204 236 219 223 249 228

産婦 96 101 110 108 91 117 112 116 122 113 112 112
泌尿 26 19 27 16 21 21 22 23 21 19 14 17
耳鼻 9 10 11 7 7 11 7 11 12 10 8 6

脳外 1 2 2 2 2 3 5 1 0 3 3 1

整形 9 9 10 11 8 9 9 7 11 10 8 9

診療科別割合

内科

外科

産婦人科

泌尿器科

耳鼻科

脳外

肺がん（香川県）

施設名 件数

1 A病院 137

2 B病院 110

3 C病院 82

4 香川労災病院 49

5 D病院 39

胃がん（香川県）

施設名 件数

1 A病院 259

2 香川労災病院 145

3 B病院 142

4 C病院 123

5 D病院 75

大腸がん（香川県）

施設名 件数

1 A病院 175

2 香川労災病院 158

3 B病院 119

4 C病院 87

5 D病院 46

乳がん（香川県）

施設名 件数

1 A病院 100

2 B病院 90

3 香川労災病院 83

4 C病院 57

5 D病院 55
手術名 2019 2020 2021

乳腺・甲状腺 161 111 117

肺・縦隔
78

(77)

79

(79)

86

(86)

食道・胃・

十二指腸

120

(38)

113

(37)

94

(37)

小腸・虫垂
73

(20)

54

(30)

55

(40)

大腸・肛門
374

(88)

301

(60)

292

(76)

ヘルニア
145

(11)

114

(19)

116

(20)

肝・胆・膵・脾
218

(140)

262

(166)

210

(127)

その他
327

(0)

263

(6)

270

(2)

総数
1496

(374)

1297

(307)

1240

(388）



産婦人科

診療科の紹介

右記のように、婦人科腫瘍を主として、産科手
術も含め、幅広い手術症例を扱っています。婦
人科悪性腫瘍と腹腔鏡や子宮鏡下での手術と
メッシュ挿入による子宮脱矯正手術（TVM手
術）に力を入れています。分娩件数は2021年
は69件と少なめですが、母体に合併症等の問

題のある症例の割合が多く、貴重な症例を経
験できます。

症例について

研修内容

当院で習得できる基本的手技

産婦人科での研修を志望される方へ

写真添付

外来は子宮癌検診と胎児超音波検査から研修
を始め、手術や分娩は指導医の介助、助手から
経験を積み、徐々にできる事を増やしてスキル
アップしていけるように丁寧に指導します。

良性腫瘍手術や産科手術の執刀または助手、
婦人科悪性腫瘍の助手を務めます。子宮癌検
診、婦人科や胎児の超音波検査が独力で行え
るようになります。正常分娩を独力で取り扱え
れるようになります。

希望があれば、産婦人科専門医、母体保護
法指定医、がん治療認定医の資格取得のため
の研修も行えます。

産婦人科は医師の絶対数が少ないため、医
師一人あたりの症例数は非常に多く、貴重な症
例を多数経験できる環境に現在あります。将来
産婦人科志望で研修される方はもちろん大歓
迎ですが、前期研修の選択科の一つとして、産
婦人科を選択されて、研修される方も歓迎いた
しますので、どうぞおいで下さい。

当科は香川県西部地区の産婦人科基幹病院として、救急疾患症例を含め、近隣施設よ
り幅広く紹介を受け入れています。産婦人科医は他科兼務も含め現在5名（専従4名）で、
4名が産婦人科専門医です。（うち婦人科腫瘍専門医１名、がん治療認定医1名、母体保
護法指定医3名） また、当院は令和4年4月現在において、日本婦人科腫瘍学会の専門
医制度規則指定修練施設の指定を受けています。

手術名 2021

子宮悪性腫瘍手術 45

子宮付属器悪性腫瘍手術 24

子宮全摘術（腹腔鏡手術含む） 69

子宮付属器腫瘍摘出術（開腹） 32

同上（腹腔鏡下手術） 61

骨盤臓器脱手術（ﾒｯｼｭTVM法） 0

同上（子宮全摘 / 膣壁形成） 28

筋腫核出術（腹腔鏡手術含む） 16

子宮頚部円錐切除術、
レーザー蒸散術

70

子宮鏡下内膜腫瘍切除術 8

子宮内膜掻破・流産手術 12

帝王切開 13

その他 104

総数 482



脳神経外科

診療科の紹介

症例について

研修内容

当院で習得できる基本的手技

脳神経外科での研修を志望される方へ

2022年4月現在、日本脳神経外科学会専門医である４名のスタッフ、専攻医１名の計５名で診療をお
こなっています。脳卒中、脳腫瘍、外傷、脊椎脊髄疾患、末梢神経疾患など広範囲の疾患に対応が可
能であり、特に脳卒中に関しては中讃地区で中核的役割を担っており、緊急手術なども積極的に行っ
ています。

年間400例近くの手術を行っています。日本脳卒中学会
専門医を３名 、脳卒中の外科技術指導医を1名, 日本脳
神経血管内治療学会専門医を２名、日本脊髄外科学会
認定医を２名取得しており、各分野で経験豊富なスタッ
フの指導のもとに手術を行っています。またナビゲーショ
ン、モニタリングシステムなどの手術関連機器も積極的
に更新するよう勤めています。

中讃地区の多くの医療施設からご紹介をいただき、中四
国でも有数の症例数を経験できます。

将来的に何科に進むにしても、脳神経外科で研修すること
は必ず役に立つと思います。

チームワーク抜群の香川労災病院脳神経外科で一緒に
頑張りましょう。

まずは神経学的診断法、CT、MRIの読影法、脳血管造
影、腰椎穿刺など脳神経外科医として基本的な知識や
技術を身につけることを目指します。

また、神経外傷、脳卒中などの救急患者の対応ができる
ことを目指します。更に後述の基本的手技の習得ととも
にその術前後管理ができることを目指します。

皮膚、皮下の縫合など基本的手術手技

急性水頭症に対する脳室ドレナージ

慢性硬膜下血腫に対する穿頭洗浄術

急性硬膜下血腫、硬膜外血腫など緊急開頭血腫除去術

脳内出血に対する顕微鏡下血腫除去術

脳動脈瘤クリッピング術（助手）

頚部、腰部脊脊柱管狭窄症、手根管症候群など脊椎脊髄、

末梢神経疾患の診断と基本的手術手技

手術名 2021

脳腫瘍摘出術 21

脳動脈瘤クリッピング術 24

頸動脈血栓内膜剥離術 16

慢性硬膜下血腫 51

脊椎脊髄手術 144

末梢神経手術 21

血管内手術総数 22

頸動脈ステント術 7

総数 398



整形外科
診療科の紹介

整形外科は筋骨格系疾患を扱い、主に四肢骨折などの外傷、膝関節痛などの関節疾患、腰痛な
どの脊椎疾患、手や手指のマイクロサージェリーを必要とする疾患や外傷を分担して行っています
が、最近は膝の半月板損傷や靭帯損傷など、スポーツ外傷も増えています。整形外科医は9名在籍
しており、そのうち5名が日本整形外科学会専門医の資格を持っています。後期研修は4ヵ月ごとに
各分野をローテートして研修ができる体制になっています。また、初期研修医の方も短期間で十分
な研修ができるよう対応します。

当科の特徴

研修内容

当院で習得できる基本的手技

整形外科での研修を志望される方へ

当科の手術件数は年間1,100件前後で、2021年は1,230手術でした。内容は下表の通りですが

、約半数が骨折や脊椎疾患に対する緊急手術となっています。治療方針については全員でカンフ
ァレンスを行い、手術適応や手術方法を検討しています。近年ナビゲーションシステムを導入して、
人工関節をより正確に設置できるようになり、脊椎領域では頸椎や胸椎に対する難易度の高い手
術も安全かつ正確にできるようになっています。
また、若手のドクターを中心に最新の文献を検討する抄読会や、整形外科の基本である外傷に関
する勉強会を定期的に開催しています。

整形外科医としての基本的な知識・技術を身につけるこ
とを目的とします。

骨折などの外傷について基本から学ぶことができます。
X線、CT、MRIなどの画像診断で注意すべきピットフォ

ールも指導します。
脊髄造影・筋電図などの諸検査を実践します。
術前術後の全身管理についても、麻酔科など他科と協

力して研修します。

創傷治療（縫合など）の基本手技
骨折・脱臼の整復法（ギプス治療）
骨折治療の理論と内固定法の実際
神経学的診察法
脊髄造影の手技
脊椎手術
絞扼性神経障害の診断・治療
関節疾患の診察法
人工関節手術
関節鏡を用いた手術

当科は上記のように幅広い領域の症例が豊富であるため、充実した研修が可能です。専門医資
格を持った経験豊富な指導医が分かりやすく指導します。外科医として手術手技の習得は必須で
すが、当科ではまず助手として実際の手技の基本に触れてもらい、研修後半には基本的手術の術
者として執刀できるレベルを目指します。

2019 2020 2021

外傷 575 560 647

関節（人工関節） 118（102） 126(118) 152(137)

脊椎脊髄 178 153 137

手の外科 134 124 162

腫瘍 15 12 10

関節鏡 39 76 88

その他 40 37 34

総手術件数 1,084 1,089 1,230

（）件数は人工関節数

指導医とともに前腕骨折に対する手術
を行う初期研修医



リハビリテーション科

診療科の紹介

日本リハビリテーション医学会認定の研修施設で、専門医2名（1名は指導医）、認定
臨床医2名です。理学療法士（PT)11名、作業療法士（OT)6名、言語聴覚士（ST）2名で

す。脳血管疾患等リハ、運動器リハ、呼吸器リハ、がん患者リハの施設基準を満たし、
心大血管疾患リハも行っています。また、地域連携パスで地域の病院と連携しています。

当科の１ヵ月当たりの患者数は延べ約
3,400人です。経験豊かなスタッフが指導
します。

症例について

診療内容、研修内容

当院で習得できる基本的手技

リハビリテーション科での研修を志望される方へ

リハビリテーション科は他科から紹介された患者さんにリハビリテーション医療を提供す
る科ですが、様々な科や医療の知識が必要です。国家試験で知識豊富な初期研修医の
方々には、患者さんを第一に考えるという意気込みさえあれば、リハビリテーション科の
医師になったも同然です。一緒にがんばりましょう。

・リハ科紹介症例の機能検査等の評価
・リハ対象症例のリスク評価
・リハ実施計画書の作成
・リハ治療の内容、治療効果の目標とゴ

ールの設定
・リハの効果判定、再度の実施計画また

は終了判定
・義肢装具、車いす等の処方および装着

判定
・身体障害者診断書・意見書、年金診断

書の作成
・労災保険・自賠責保険等の後遺障害

診断書の作成
・介護保険主治医意見書の作成

広い理学療法室（他は全員ベッドサイドリハ中）

紹介症例の病状の理解、障害の理解（機能障害、能力障害、社会的不利）、リスク評価
ができるようになり、リハ指示が出せるようになるのを目標にします。

2021年新患受入実績(件数）
PT OT ST 合計

外 科 211 47 7 265
産婦人科 8 3 1 12
耳 鼻 科 13 5 8 26
循環器科 160 5 9 174
整形外科 575 321 13 909

内 科 332 51 64 447
脳 外 科 464 392 267 1,123
泌尿器科 31 7 4 42
形成外科 30 9 2 41
皮膚科 1 0 0 1
その他 0 0 0 0
合 計 1,825 840 375 3,040



形成外科

診療科の紹介

形成外科で基本的な縫合技術・キズの取り扱いから最新の手術手技
について学びませんか！

形成外科的な手技や考え方は、外科系診療科はもちろん、将来的に
どの診療科を専攻する先生にとっても有用なtoolとなります。

研修内容

形成外科での研修を志望される方へ

形成外科（形成再建外科）は、細分化された診療科の中でも最も新しい診療科
の一つです。我々が考える形成外科の特徴は、その診療分野の幅広さや専門性
の高さです。当科の診療領域は日常の軽微な外傷の縫合やキズの処置から、非
常に高度なマイクロサージャリー・遊離皮弁移植などの手技にまで及びます。
このため、同じ形成外科でも病院ごと診療内容が大きく異なります。この内、
香川労災病院の形成再建外科では、形成外科分野全体を幅広く且つ専門的に診
療を行っています。

当院に岡山大学形成外科医局から医師派遣が始まって３年目ですが、香川県の
みならず四国有数の手術数・手術内容となっています。手術の幅が広い為、研
修医の段階で執刀可能な手術も多く、過去の研修医もたくさんの手術を執刀し
ています。将来形成外科を志望する研修医だけでなく外科系や内科系を志望す
る先生、common diseaseの対応から専門的な手術まで有意義な研修が出来る
と思います。

外科系の選択実習期間として選択可能です。当院での研修終了後の各種進路
相談はもちろん、初期研修後にそのまま形成外科後期研修に移行も可能です。

診療実績 2021年

新患者数 626

全身麻酔手術 122

局所・伝達麻酔の手術 491

総手術手技数 925

当
科
が
名
医
の
い
る
病
院

（
２
０
２
０
年
版
）

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

診療科の紹介

症例について

研修内容

当院で習得できる基本的手技

耳鼻咽喉科での研修を志望される方へ

手術名 2021

内視鏡下副鼻腔手術

(鼻中隔矯正術)

335

（105）

口蓋扁桃摘出術 50

唾石（顎下腺含む）摘出術 10

気管切開術 17

頚部リンパ節摘出術 19

鼓室形成術 18

鼓膜チュービング術 5

喉頭微細手術 35

その他 255

総数 744

耳鼻咽喉科医は現在３名で、うち１名が耳鼻咽喉科専門医を取得しております。また、当院
は日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設の指定を受けています。

当科で扱う疾患は、鼻副鼻腔疾患、頭頸部腫瘍、急性感染症、急性感音難聴、中耳炎、顔
面神経麻痺などです。

鼻副鼻腔疾患、扁桃疾患、頭頸部腫瘍など豊富
な症例があり、経験豊かなスタッフが指導します。

・耳鼻咽喉科医として基本的な知識・技術を

身につけることを目的とします。

・検査（喉頭ファイバー、エコーなど）

・手術（後述）

・術前・術後管理

・鼻出血の止血術

・咽喉頭の異物除去

・皮膚・皮下の縫合手技

・扁桃摘出術、アデノイド切除術

・鼓膜チュービング術

・声帯ポリープ切除術

・気管切開術

・頸部リンパ節摘出術

・鼻中隔矯正術、粘膜下鼻甲介切除術

・内視鏡下副鼻腔手術

・顎下腺摘出術

・頭頸部腫瘍摘出術

症例が豊富であり、まず助手を経験しながら、
徐々に術者として経験を積むことができるよう指
導します。

内視鏡下鼻内副鼻腔手術を執刀する後期研修医



泌尿器科

診療科の紹介

症例について

研修内容

当院で習得できる基本的手技

泌尿器科での研修を志望される方へ

泌尿器科医は現在4名で、うち3名が泌尿器科専門医です。また、日本泌尿器科学
会専門医教育施設の指定を受けています。当科で扱う疾患は、尿路悪性腫瘍、
尿路感染症、尿路結石、排尿障害、
泌尿器的腎・尿路疾患などです。

経験目標項目において必修項目になって
いる血尿、排尿障害（尿失禁・排尿困難）、
悪性腫痛（腎盂、尿管、膀胱、前立腺等）、
尿路結石、尿路感染症等豊富な症例があ
り、経験豊かなスタッフが指導いたします。

泌尿器科医として基本的な知識・技術を
身につけることを目的とします。
臨床検査 （検尿、尿沈渣）
手術･手技 （尿道麻酔、仙骨麻酔、
導尿法膀胱鏡下で尿管カテーテル挿入及び尿管ステント留置、ESWL等）

膀胱鏡

経直腸的前立腺生検術

膀胱瘻・経皮的腎瘻造設

陰嚢水腫穿刺術

包茎手術

経尿道的手術等

症例が豊富であり、しっかりと経験を積むことができます。まずは見学から足
を運んでみてはいかがでしょうか。皆さんとお会いできること心よりお待ちして
います。

手術名 2021

前立腺全摘 37

根治的腎摘（鏡視下） 20

根治的腎摘（開腹） 1

根治的腎摘（鏡視及び開腹） 21

膀胱全摘 2

TURBT 64

TURP 11

前立腺生検 157

TUL 69

指導医の指示の下、ダ・ヴィンチロボット

手術支援システム操作に携わる初期研修医



眼科

診療科の紹介

眼科は現在常勤医2名、非常勤医１名（いずれも日本眼科学会専門医）で診療しています。

当科で扱う疾患は白内障、緑内障、糖尿病網膜症、屈折異常などが主となります。日本眼
科学会専門医制度研修施設になっています。

白内障手術が主で、その他、レーザー手術、
外眼部手術なども行っています。

手術について

研修内容

当院で習得できる基本的手技

眼科での研修を志望される方へ

眼科学会専門医の取得をめざし、眼科診療の基
礎的知識や手技が習得できるように指導します。

眼科領域の疾患に対する適切な診断、検査、
治療を行うための基本的能力を身につけ、患
者の状態が把握でき、初期治療が行えることを
目的とした研修となります。

• 眼科的諸検査（眼底検査、眼底カメラ撮影、
眼圧検査、超音波検査、三次元画像解析
検査など）

• 眼科理学的検査（対光反射、輻湊反射、眼
球運動、視力検査、視野検査など）

• 眼科手術の基礎と手術の助手（レーザー
治療、外眼部手術、白内障手術など）

• 眼科基本処置
• 眼科救急疾患の初期治療
• 眼鏡、コンタクトレンズ処方

手術名 2021 2020 2019

白内障手術 255 227 216

外眼部手術 15 13 12



放射線診断科、放射線治療科
診療科の紹介

研修内容

放射線科は5名の医師で診療を行っています。そのうち放射線科専門医は5名（放射線診断専門医1名、放射線治療専門
医2名）です。日本医学放射線学会専門医総合修練機関、日本核医学会専門医教育病院、日本IVR学会専門医修練機
関、日本放射線腫瘍学会認定協力施設の指定を受けています。単純X線撮影装置、マンモグラフィー撮影装置、X線TV
装置 2台、CT装置 2台、1.5TMRI装置 2台、血管撮影装置 2台、デジタルガンマカメラ 1台、放射線治療装置 1台、放射線
治療用CT装置 1台など最新の診断・治療装置を利用し診療しています。

放射線科医として適切な画像診断および放射線治療を行うための基本的知識、能力を身につけ、放射線科および放射線
業務についての理解を深めることを目標とします。

画像診断では、CT・MRI・RI検査の読影、診断を行います。検査の方法、造影剤についての知識、検査の適応について学び
ます。また、腹部超音波検査、消化管造影検査を行い検査手技についての知識を習得します。 IVR（ Interventional
Radiology）では、超音波装置や血管撮影装置を利用した膿瘍ドレナージやPTBD（経皮的胆道ドレナージ術）、肝動脈塞栓
術、外傷性出血に対する動脈塞栓術や透析シャント血管の経皮的血管形成術などのIVR手技を行います。IVR手技の方法
、適応、注意すべき合併症について学びます。

放射線治療は、定位照射+IGRT、IMRT等の高精度照射をおこなっています。放射線治療の最新の治療法や適応、合併症
について学びます。

画像診断、放射線治療はこれからもっともっと進歩するでしょうし臨床現場には必要不可欠です。CTやMRI画像の異常所見
を指摘し鑑別診断、臨床診断を挙げる能力“読影能力”は簡単に習得できるものではありません。限られた研修期間で読影
ができるようにはなりません。しかし、各画像診断における正常解剖の確認、異常所見とその成り立ち、common diseaseを
中心とした異常所見、救急疾患の異常所見について、実際臨床やteaching filmを利用した研修をおこない、将来、

臨床現場で役に立つ知識が得られるよう研修

内容を考えています。放射線科医の仕事は、

Doctor’s Doctorとしての業務であり非常にや

りがいのある分野です。一緒に仕事ができる

若いENERGYをお待ちしています。

CTガイド下生検のシミュレーションを行う後期研修医

読影中の初期研修医

放射線治療装置

CT,MRI
,RI件数

2018年 2019年 2020年 2021年

CT 27,842 27,445 27,119 27,679

MRI 8,439 8,010 8,108 8,694

RI 1,556 1,348 1,330 1,268

放射線治
療件数

2018年 2019年 2020年 2021年

新患 236 260 242 256

再診 47 62 62 69

IMRT 14 18 13 25



病理診断科（検査科）

診療科の紹介

病理診断科では､全身諸臓器から採取された組織・細胞の検査､剖検を行っています｡
病理科診断科医師は3名で､病理専門医、細胞診専門医であり、厚生労働省認定の死体解
剖資格を有しています。また､非常勤医師若干名が勤務しています。当科は日本病理学会
認定施設（B）､日本臨床細胞学会認定研修施設の指定を受けています｡

症例について

研修内容

習得できる基本的手技

病理診断科での研修を志望される方へ 写真添付

香川労災病院では､各診療科が活発な診
療を行っており､病理に提出される検体は１
年間におおよそ組織診断数5,300件､内術中
迅速組織診断330件あり、また細胞診断数は
9,400件、部検6件です。

初期研修では、希望の分野（臓器）を中心
に、疾患を理解する上で基礎となる病理的
知識や経験を取得します。症例は豊富で､全
身諸臓器からまんべんなく提出されるため､
病理組織診断全般にわたって､経験すること
ができます｡

また、初期研修医の皆さんがめざす専門
医領域で必要な病理所見や考え方を学ぶこ
とができます｡

組織標本や細胞標本の作製、代表的疾患
の肉眼像と組織像、顕微鏡の使い方や観察
する際の注意点などです。

病院における病理診断科は、基礎的な医
学と実践的な臨床医学の架け橋のようなも
のです。学ぶことは多く、毎日勉強の連続で
すが、興味を持たれた方は、病理診断業務
を経験してみてはいかがでしょうか。

細胞カンファレンス

種
別

診療科 ２０２１ ２０２０ ２０１９

組
織

内科 1,212 1,195 1,237

外科 1,367 1,290 1,312

整形外科 60 46 65

脳神経外科 73 67 66

泌尿器科 367 390 366

産婦人科 887 823 835

耳鼻咽喉科 552 481 569

口腔外科 135 163 145

形成外科 480 304 209

総数 5,133 4,970 4,861

細
胞

内科 723 804 819

外科 636 668 649

泌尿器科 1,517 1,444 1,580

産婦人科 4,084 4,146 4,458

人間ドック 2,165 2,059 2,189

総数 9,125 9,367 9,960



麻酔科 救急・集中治療部

診療科の紹介

研修内容

麻酔科、救急・集中治療部においては、1.手術室での麻酔、2.救急・集中治療での診療
の研修を受けることできます。

麻酔科は現在10名で、そのうち1名が日本麻酔科学会指導医、4名が日本麻酔科学会専
門医（その他、集中治療専門医4名、ペインクリニック専門医2名）です。
当院は、日本麻酔科学会認定指導施設、日本救急医学会指定施設、日本集中治療医学
会専門医研修施設であり、将来専門医を取得することが可能です。

１．麻酔の研修

当院は香川県中讃地区の地域医療の中核病
院として位置付けられており、手術件数も非常に
多く、年間約4,400症例の手術が行われておりま
す。そのうち麻酔科管理件数は約2,800症例で

す。手術の麻酔管理を通して、いずれの診療科
においても必要な、基本的な生命維持方法（呼
吸・循環管理）を修得することができます。研修
中には、全身麻酔に必要な気道確保、気管挿管、
人工呼吸（人工呼吸器の扱い方）、鎮静法（静脈
麻酔）、鎮痛法（硬膜外麻酔、神経ブロック、麻薬
など鎮痛剤の扱い）、血圧管理法（観血的動脈
圧測定、昇圧剤・降圧剤の使い方）などを徹底的
に指導します。

２．救急・集中治療部での研修

前述のように地域の基幹病院であり、一年間
に約3,400台の救急搬送症例を受け入れてい

ます。また、集中治療室には、年間約800名の
入室があり、さまざまな重症症例の治療を経験
することができます。救急部においては、救急
搬送患者や各種救急外来受診患者の診療、
心肺停止症例の蘇生、外傷患者の診療手順な
どを修得していただくことになります。2013年3
月に救急棟が稼働しはじめ、ICUは6床から8床
に増床され、新たにHCUも8床新設され、救急・
集中治療部門が一層充実されました。

エアウェイスコープを使用した気管挿管

指導医の下、挿管を行う初期研修医

３．緩和ケアチーム

当院はがん診療連携拠点病院（高度型）として
緩和ケアチームが積極的に活動しており、が
ん性疼痛治療を修得することができます。



麻酔科の風景

放射線科との合同カンファレンス

指導医の下、気道確保する初期研修医 手術室での術中カンファレンス

デモ人形を用いてのＣＶ挿入透視・エコーガイド下でのグローションカテーテルの挿入



お伝えしたいこと

院長
吉野 公博

プログラム責任者
守都 敏晃



初期研修での出会いが医師の人生を決める

これから初期研修を始める若い先生方に一言お話ししたいと思います。

長いこれからの医師として人生を考えると初期研修が非常に重要な意味を持つことであることは明

白なことであります。特にその中で、人との出会いがまた、大きく関係すると思います。はじめて研修

するにあたり、医師としての技量はもちろん精神的に確固たる考えを持たないとこれからの時代は生

きていけないと考えられます。そういう意味で、なおさら、どのような先生と出会うかということが重要

なことです。

香川労災病院は、約400床の病院で急性期疾患とがんを扱う地域の中核病院です。小さくもなく、大

きくもなく、医局の中は風通しがよく、各科の横の連携が非常にとりやすい病院です。それゆえ、いろ

んな科の先生といろんな年代の先生と腹を割った話が出来る雰囲気があります。

また、病院内には都市部の病院に負けない設備があり、有意義な研修が送れると考えています。加

えて、各科とも全国学会への参加も多く、最新の知見が得られる環境ですし、他施設への見学なども

積極的に行っています。この環境の中での研修となれば、そこで師と仰げる先生と出会えるチャンス

がたくさん出来てくると思います。

香川労災病院は、丸亀市にあり、当地は温暖で暮らしやすい所です。

また、瀬戸大橋があり、岡山まで出るのも簡単であり、空路、東京へも出やすい所です。

毎日、おいしい讃岐うどんを食べながら、一緒に研鑽して、楽しい研修生活を送りましょう。

院長 吉野 公博



ぜひ病院見学にお越しください。

当院は中讃地域（香川県中央部）の中核病院ということもあり、１次から３次救急まで幅広

い症例を経験することが出来ます。指導医の先生方の熱心な指導を受けられることに加え、

診療科の各科での垣根が低く、珍しい処置や症例があると組織横断的に声をかけていただけ

ることもしばしばあります。

平成２５年にオープンした救急棟も順調に稼働しており、県下での救急車の搬入もトップクラ

スです。院内でも定期的に勉強会が開催され、学会発表や院外の勉強会などにも積極的に

参加することができ、２年間の研修で大きな成長を実感できると思います。後期研修では、

各科とも新たな専門医制度に対応するプログラムを作成しておりますので、ぜひ一度見学に

お越しください。

お待ちしております。

プログラム責任者 守都 敏晃



「丸亀市の中心部に位置する中規模病院であり、多くの科が揃っていながら各科でコンサルトしやすい雰囲気です。

当院は地域医療の中心的役割を担っており、多くの症例を経験することができます。」 (研修医)

「夜間救急には重症・軽症問わず多くの患者さんが来られます。対応中でも、困った際にいつでも相談できる距離に

指導医がいてくれるので安心して研修できます。」 （研修医）

「医師の連携はもちろん、看護師、薬剤師などコメディカルとの垣根が低くチーム医療を行うのに適した環境で働けることも

当院の魅力だと思います。このような環境で日々充実した研修生活を送っています。」 （研修医）

「研修病院を選択するのは確かに難渋する所だと思いますが、この紙面では書ききれない魅力が香川労災病院には

たくさんあります。一度当院に足を運んでいただき、日々の臨床現場を肌で体験していただけたらと思います。」

（研修医）

「学会発表や院外の勉強会などにも積極的に参加させていただき、2年間の研修で大きな成長を実感できることと思います。

是非一度見学に来て下さい。お待ちしています。」 （研修医）

研修医の声



募集定員 6名（予定）

応募資格
①医師免許取得者又は当年度の取得見込者

②医師臨床研修マッチング参加者ＩＤの取得(見込み)者

応募書類

①申込書（指定様式）

②履歴書(指定様式)

③成績証明書

④最終学校卒業(見込み)証明書

試験会場 香川労災病院 管理棟３階 会議室

試験日程
随時実施しております。ホームページをご確認ください。

https://www.kagawah.johas.go.jp/intern

応募方法
下記応募先へ、応募書類①～④を送付下さい。

提出期限は、各試験日１週間前必着にてお願いします。

応募・連絡先

〒７６３－８５０２ 香川県丸亀市城東町３－３－１

独立行政法人労働者健康安全機構 香川労災病院

総務課 藤本・久保

ＴＥＬ：０８７７－２３－３１１１

ＦＡＸ：０８７７－２４－１１４７

Email：syomu@kagawah.johas.go.jp

ＵＲＬ：https://www.kagawah.johas.go.jp

募集要項

https://www.kagawah.johas.go.jp/intern


独立行政法人労働者健康安全機構

香川労災病院

〒763-8502 香川県丸亀市城東町三丁目３番１号

Phone：0877-23-3111 Fax：0877-24-1147

e-mail：syomu@kagawah.johas.go.jp

http://www.kagawah.johas.go.jp


